
西成郡北宮原村文書概要

2:文書群名 西成郡北宮原村文書

3:出所 北宮原村源兵衛家

5:地名 摂津国西成郡北宮原村／大阪府西成郡北宮原村／西成郡北中島村／大阪
市東淀川区宮原町

6:行政区分 旗本雨宮氏知行所／大阪府／西成郡北中島村／大阪市

4:家業・役職等 北宮原村庄屋

7:歴史 北宮原村は摂津国西成郡、神崎川中流付近と淀川の間に位置した。
「天保郷帳」によると村高679石余（うち145石余が永荒）。弘化4年
(1847)村明細帳によれば家数49軒(高持44軒)・276名。明治24年(1891)
には63軒、男260名・女253名。

8:伝来 出所の所蔵を離れていた本文書群を、古書籍商より史料館が購入。平
成15年(2003)8月に整理・目録作成を完了した。

10:点数 39点(目録件数39件）

11:年代 宝暦9年(1759)～慶応3年(1867)

12:構造と内容 本文書群は摂津国西成郡北宮原村庄屋源兵衛家の文書であり、主に当
家の農業経営（奉公人雇用・小作請負）、金銀貸借、土地売買に関する
証文からなる。

13:関連史料 -

1:文書群番号 089012

14:閲覧条件 原本

9:史料入手先 古書籍商

15:作成者 松迫寿代

尼崎市立地域研究史料館


